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　　Asummer－green　oak，　QμθrcμsαZεθπαBlume　is　wldely　distributed　in　the　temperate　zone

from　Japan　to　Korean　penmsula　and　continental　China．　In　Japan，　this　oal〈　is　distribu亡ed

southward　from　Iwate　and　Akita　prefecture，　but　relatively　rare　occurrence　throughout　its

range．　Therefore，　there　is　very　few　mformation　about　natural　stand　domina亡ed　by　Q．畝飢α

in　Japan，　　and　also　species　characteristics　in　relation　to　naturaI　habitat　and　floristic

composltion　have　not　yet　been　ascertained．　We　studied　natural　stands　of　Q．α麗2ηαforest

developed　on　the　al｝uvial　plain　at　the　Lake　Biwa，　western　Japan　and　at　the　Lake　Inawashiro，

eastern　Japan，　by　the　phytosociological　methods．　The　forests　around　the　Lake　Biwa　were

distmguished　as　Q麗rcμs　αZε飢α一Erごopθ　pZ¢yp妙〃α　community，　which　identified　to

Aphanantho－Celtidetum　japonicae　Ohno　l　979，　an　edaphic　climax　on　the　alluvial　plain　m　the

warm－temperate　zone．　On　the　other　hand，　the　forests　around　the　Lake　Inawashiro　were

distinguished　as　Qμθr側sα伽πα一A8pθr認α040rαむαcommunity，　which　seem　to　belongs　to

Fraxino－Ulmetalia　Suz，一Tok　l　967．　Both　cornmunities　established　on　the　alluvial　deposits　with

high　groundwater　leveL　In　conclusion，　the　original　habitat　of　Qμεrc召sαZεθπαis　on　the

alluvial　p｝ain　around　the　lakes　and　rivers　in　the　lower－temperate　zone　in　Japan．　Some

problems　related　to　stand　dynamics　and　reconstruction　of　original　vegetatlon　on　the　alluvial

plain　were　also　discussed．
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は　じ　め　に

　ナラガシワ（Q麗rcαsα飽泥αBlume）は，朝鮮から中

国，日本，インドシナに分布するブナ科の夏緑広葉樹で

ある．中国では冷温帯から暖温帯域に広く分布し，特に

黄河流域を中心とした地域の二次林で広く優占すること

が知られている（中国二四編輯委員会編1980）．我が国

では，岩手・秋田県を北限とし，それ以南の本州，四国，

九州に分布するが（倉田1971；大井1978；北村・村

田ig84），各地でそれほど普通のものではなく，本種の

種特性や群落的特性に関する知見は乏しい．特に，ナラ

ガシワの優占する森林の種組成や立地に関しては，一部

を除いてこれまでほとんど報告がない．日本におけるナ

ラガシワの分布に関しては，Horikawa（ig76）に詳細

な分布図が載っている．それによるとナラガシワの分布

の中心は西日本にあり，東日本では急に少なくなる．そ

して，北陸から東北地方にかけての地域では，ナラガシ

ワの分布は河川や沖積低地の周辺に限られる傾向が分布

図から読みとれる．西日本では，．とくに近畿地方中部か

ら中国地方にかけての地域の二次林に比較的多くみられ

る．例えば，大阪府と兵庫県の県境に位置する三草山は，

石英斑礪岩からなる山であるが，そこの雑木林ではナラ

ガシワがクヌギやコナラと共に優占種となっている．し

かしこれはむしろ稀な例で，ナラガシワは雑木林に混生

する場合でも，山裾の田畑に接した林縁部や沢に近い斜

面に，面木もしくは小集団でみられるのが一般的である．

　筆者の一入野畑はかつて福島県猪苗代湖周辺の残存自

然林を調べたことがあった．湖岸の後背地にはケヤキや

ハンノキ，ヤチダモなどの湿性林が成立していたが，そ

こに見慣れないブナ科の夏緑広葉樹が混生していた．そ

れがナラガシワとの最初の出会いであった，そこのナラ

ガシワは大きなものでは胸高直径がIm近くに達し，周

囲のケヤキと共に自然林と見てよい発達状態にあった．

しかも，ナラガシワは部分的には集団をなして生育して

おり，範囲を限定すれぼナラガシワの優占卜ともいえる
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程度の林分を形成していた．しかし，その時はさらに詳

しく調べることもなく調査を終えた．関西に着任してか

らは，北開山地や西播磨丘陵などで雑木林に混生するナ

ラガシワをみる機会が多くなったが，何よりも興味をそ

そられたのは琵琶湖周辺の沖積地に点在するナラガシワ

であった．奥田先生の退官記念論文集のテーマが沖積地

植生ということもあり，これを機にナラガシワ群落につ

いての考えを整理したいと思い若干の調査とまとめを

行った．

　琵琶湖周辺河川のナラガシワ林に最初に注目したのは

南（1985，199Dである．南は滋賀県の愛知川河畔林

において，ケヤキ林やムクノキ林と共に自然性の高いナ

ラガシワ林やクヌギ林が成立していることを報告し，さ

らにその群落には低海抜地（標高100m内外）でありな

がらワサビやキクザキイチゲ，オオバアサガラ，シナノ

キなどの山地性要素が多数みられることを指摘してい

る．南Gg85）が山地性要素とした種は一部のものを除

くと，河川沿いに広い垂直分布を示すものが多く，必ず

しも山地帯や冷温帯要素という範疇で捉える必要はない

と思われる．しかし，ここで重要なのはナラガシワやク

ヌギが河畔林という立地環境のもとで，種組成的にも群

落構造的にも自然性の高い森林群落を形成している（南

1985，ig9Dという事実である．野寄G994）は北下

地域のクヌギーコナラニ下林について論じた際，クヌギ

の本来の生育地の一つとして河川沿いの沖積低地を推定

した．この問題についてはその後植生情報の誌上討論

でも触れ，その際にナラガシワの沖積低地本拠説につい

ても言及した（野寄1999）．

　本研究では，福島県猪苗代湖および滋賀県琵琶湖周辺

の沖積低地におけるナラガシワ了然林の種組成と立地に

ついて概観し，その群落学的特性について考察するとと

もに，今後の課題や問題点についての整理を試みる．も

とより限られた地域の情報しかなく，仮説の域を出ない

議論が多いことを予めお断りしておきたい．不十分な点

については今後資料を収集した上で改めて検討する予定

である．なお，琵琶湖周辺の湿性林に関しては滋賀県琵

琶湖研究所の浜端悦治博士から有益なご教示を得た。記

して感謝の意を表したい．

調査地域と方法

　今回調査対象としたナラガシワ林は，福島県の猪苗代

湖岸および滋賀県の愛知川や安曇川など琵琶湖に流入す

る河川沿いに成立している群落である．具体的な調査地

点と調査期日はTable　Iの末尾に記した．

　調査は，これらの地域の湿性林で，とくにナラガシワ

の優占度の高い林分を三才に，植物社会学的方法

（Braun－81anquet　1964）により行った．なお，調査対象

は原則として，高木層の最大胸高直径が50cmを超える，

自然性の高い林分に限った．得られた植生調査資料は計

20点であった（Table　1）．ただし，調査は夏から秋に

行ったため，湿性林の重要な要素である春植物等につい

てはほとんど把握できておらず，種組成的には不十分な

点があることをお断りしておきたい．なお，本稿では群

集・群落の和名は優占種を最初に記載する方式を採用し

ている。

ナラガシワ林の種組成的特性

　ナラガシワ林の種組成的内容を検討した結果，琵琶湖

周辺の群落はナラガシワーヤブラン群落〔膨θrc雌

αZ∠飢α一L読opθpZα妙ρんy〃αcommunityに，猪苗代湖の

群落はナラガシワークルマバソウ群落Q麗rcμsα漉ηα一

日spθr副α040rα亡αcommunityにまとめられた（Table

玉）．

Lナラガシワーヤブラン群落　Q麗rc聡α漉肥一ゐ調opε

　μαむ：ypん：yZZαcommunity

　琵琶湖周辺の河川では，ナラガシワはエノキやムクノ

キ，ケヤキなどを主体とする河畔林に混生し，時に優占

群落を形成している（Fig．1）．当地域の河畔林は竹野の

繁茂が著しく，良好な林分状態を成すところは少ない．

また，ナラガシワの優占部分の広がりもあまり大きくな

いが，計15点の植生調査資料を得た．植物社会学的解析

の結果琵琶湖周辺のナラガシワ林はヤブランやアオキ，

シロダモ，ヤブニッケイなどのヤブツバキクラスの種を

高常在度で持つことにより，猪苗代湖のナラガシワ林と

は明瞭に区分され，ここではナラガシワーヤブラン群落

とした．そして本群落は，エノキやムクノキ，キチジョ

ウソウなどの種群を高常在度で持つことから，周囲のニ

レ科の夏緑高木を主体とする群落とともに大野（1979）

のエノキームクノキ群集Aphanantho－Ceitidetum

laponicae　Ohnゴ1979に同定されるものと考えられる

（Tabie　1）。

　滋賀県湖棄地方の河畔林に関しては，滋賀県植生調査

研究会（1979）がケヤキームクノキ群集を，梅原ほか

（1987）がエノキームクノキ群集を記載している．ケヤ

キームクノキ群集は広域的な比較に基づく植生単位とは

認め難く，梅原ほか（1987）や大野（1984）が指摘す

るようにエノキームクノキ群集のシノニムとするのが妥

当である，さらに，滋賀県植生調査研究会（1979）はケ

ヤキームクノキ群集の亜群集として，ナラガシワとアキ

ニレを識別種とするナラガシワ亜群集を記載している．

この亜群集は種組成的には本群落と同一のものと考えら
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Table　1．　Florist三。　composition　of　Qz46アcz4sα琵θπα　forest．

LQ麗8競4sα」ゴθπαrL痂ρヵののむφ勿〃αcommunity（Aphanantho℃eltidetum　laponicae　Ohno　1979）on　the　hverside　pla盆around　the　Lake　Biwa，

　Shiga　prefeαure，　westem　Japan，

a．刃げ」めs’αc妙sπ＠rαvar。1昭㍑01z∫s　under　unit

b．PZ6foδ佐s’z4sη卿訪勿；αundeτunit

2．Q多‘θ履4∫αZガθπαrA幼飢4毎0407窃αcommunlty　on　the　alluvial　pla恥around　the　Lake王nawash1ro，　Fukushima　prefεcture，　eastern∫apan．
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Rロnning　No．

Ot熱er　species

　Q瑠κπsθ舵ηαナラガシワ

E初πy7川45α」α伽3　forma　5醒α飽sコマユミ

A初∂fα9Z‘加α紛アケビ

　晒5陀プξαノ～0γめんη4αフジ

2老’た0”αS召γγα忽ケヤキ

0∫躍。功∫zααγ観α故ヤブニンジン

翫ζημsg鰐αノ雄ウワミズザクラ

1～0∫α，川〃卯0㎜ノイバラ

挽2♪Zθ彫CαZZおノ｝4’乙，αvar．勧σαη30ヤブカンゾウ

レ泌τ’7刀τ4”zd蹟2如’1‘2｝rガマズミ

SηZが鰍γψαγ彪var．μ55～47詑｝だ応シオデ
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湾解ε’zomη万骨）2物θミズヒキ

歯副歌ψαη鷹5卿052’∫ヤマウコギ

　Gγη05雄鋭ηZαρεη’0雲）1酬翫Zアマチャヅル

　（冶班θ～1ξαs加8π5誌チャノキ

　C8如s勉‘sσア玩α‘～α’1俗　ツルウメモドキ

　WO故たπ∫απ0απαオオタチツボスミレ

Dワq餌ε7誌εワがz”∫o㎎ベニシダ

P2＝y6撃）陀γおμπ⑳ηπゴs才クマワラビ

L’辞俗加ρπ0δ飽5々わ1ξZ‘魏イボタノキ

　α癬～”ππψρ0，2∫α”2z　var．ジOS肋ZOξヨシノアザミ

　CO‘α‘敵3～γfbδ1据アオヅヅラフジ

　S砂アαメ⑳併ガα偲工ゴノキ

ムゆな0π‘S醗鋤め㎎∫αη9‘∫ノキシノブ

1万05‘0解αノ4加ηfoαヤマノイモ

　働0”加魏ノ切μηθガヤブソテツ

渦γ1Sβθ7παS2ηη伽魏マムシグサ

P2破5髭郡吻η∫α谷フキ

Z）誌ρoηρπ5ε5s融ホウチャクソウ

勘躍εγぬ∫‘απづ8，1Sヘクソカズラ

五侃fc8耀メψ0雇αZスイカズラ

A縦fsεαゴ＠o厩。αヤブコウジ

DfOSCO泥α’0盈0加オニドコロ

　Cθπねgγα規規8ゴαρ併z此αイワガネソウ

乃‘ε搬ガα10かα’αクズ

SO如π雄η砂履飽，ηヒヨドリジョウゴ

　Cごプゴαη癖昭～θτκα，置疏αコンロンソウ

　q餌∫窺e｝躍釘‘ηdπ如妙bτ融∫var．初）0π如‘5コチヂミザサ

左門θ囎η麗sρ観署θπsナワシログミ

1～のπo躍ガσ∫αρ0π’‘αイタドリ

ノ『耀ππS伽‘8響即忽ηαイヌザクラ

　G16cん。川αカε4εηz‘㎝subsp．望απゴ奮カキドオシ

勘5伽‘αρU7”紹鱒P1αトボシガラ

Bo妙助如醒ノ【4）0πた麗アηオオハナワラビ

　C惚アodのzdηρ厚ξγfcぬ0¢022㍑42πクサギ

2∫π9必8γ，，ガ禦ミョウガ

　S’¢9π09惣加”1σク。εo∫subsp．，πo飯ssf7ηαミゾシダ

みゆ刀S7πσπ45海μγ∫Cαvar．　SαC海認ξη8π5誌オニ＝グルミ

左πσ7脚2おsf8∂0配如，π45マユミ

D幻‘’z忽。ア8ηα’αウツギ

　C（ηフdα～誌伽‘おαムラサキケマン

5b伽5α17壇b1忽アズキナシ

S切漁切αCゆ1ぴ磁クマノミズキ
　（厚》」勘zθπ軍‘s！耀ゴπ如’帥1旗sケチヂミザサ

　（海S如7昭αCγθ鯉α如クリ

　耀0毎1ZOπdo8π∫訟アオイスミレ

A規ρε『0ρ5飴δγεひψ8伽’Zα‘血如var．肋『εγqρ1㌍παノブドウ

　yめ14η㍑4，πS’8わ0醒揮：ゴマギ

Wうμη～吻z擁。α伽zvar．’伽置翻05z襯ヤブデマリ

πα2り伽π4αクロガネモチ

（初。規勉”；力7’z‘ηげvar．‘’勿琵。～αヤマヤブソテツ

1写zη規α’4》’os’αc1ザαvar．α∫按”‘αハユニドクソウ

乃‘刎αゴ4ρ0ηfcαピサカキ

1～伽S鋸〃餅腐ヤマハゼ

身σσγ訟7η4fα如ヒガンバナ

．4C1脚π’肋S’0πg肋μαヤナギイノコズチ

C肋魏α8蝕48α‘，η∂飢∫セントウソウ

C認∫’cθゆαゴ⑳oπ飴αムラサキシキブ

ノヨb肌触yη忽CO紐α故ドクダミ

A71醗7なα‘Sα8吻ε‘佐シャク

AητC海πfoゴθS部αη4飴’漉リョウメンシダ

　7初‘（癖μ，π四齢CゴゴτσPZ　var．魏fgπ2Zf研膨，，1ツルニガクサ

乙川）0κ8α伽め碑解ムカゴイラクサ
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　Sη～磁κc；2初αサルトリイバラ
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Running　No．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

　（池7醗S勧ZOS忽C妙sニシノホンモンジスゲ　　　　　　　　　　　十

　C必航Zθ配αナキリスゲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

Z々π酌αげ1初ηρ功εガ’π，ηサンショウ　　　　　　　　　　　　　＋

　劫φσ如万雄πc玩πθη5εヒヨドリバナ　　　　　　　　　　　　　　　　÷

／㎏7∫魏。η∫α♪’め∫αvar44ρ0πf‘αキンミズヒキ　　　　　　　　÷

1～σゐ48σノα♪0短Cαオモト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　C9ゆf，1z偲f5c距。，zos々∫fイヌシデ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　7勿‘122’0ψ餅π聯ηαS毎’fα槻テイカカズラ　　　　　　　　　　’

　Q㍑備岱αα‘’誌S∫珊αクヌギ　　　　　　　　　　　　　　　　

1勉お如力ψ0πfoαヤツデ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　P如吻ア05々α廓カキノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　7ゐθ砂ρ陀γおαCπ鋭加α彪ホシダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ハ勉η0‘疵48ゴ砂0π1Cαカテンソウ　　　　　　　　　　　　　　　’

　漁。玩如∫疏簿めθ讐だタブノキ　　　　　　　　　　　　　　　　卑　　’

漉納απ宛1‘γ漉〃bZ勿ラショウモンカズラ　　　　　　　　　　　’

　君’1りF万雄ππゆ0πfα葎♪Zイヌワラビ　　　　　　　　　　　　　　　・

　P6γ∫Sかq助8プ4ク0π此αノ、グロソウ　　　　　　　　　　　　　　　　’

　β0ε’Z魏ε7εαπ功0η0，～か8αカラムシ　　　　　　　　　　　　　　　・

S観蝕γfα伽郷シ10耀サワハコベ　　　　　　　　　　・
　1）此π冨規α9軍‘αssfoゼθSニガキ　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　Cα鷹do’f肋os’α凶yαvar．8如伽γ動2αミヤマカンスゲ　　　　　●

　＆θ1如万αSε∬四二0忽ミヤマハコペ　　　　　　　　　　　　　　’

　Os班㍑ηぬゴψo海。αゼンマイ　　　　　　　　　　　　　　　　’

　Eμ0，㌍湧μ3聯妙’伽5ツリバナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　C∂η1μ55∫8∂o躍毎καツノハシバミ　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　勘1‘7甲佐θ¢り漁）sαvar．　zo”加g8ガケカマッカ　　　　　　　　　　“

ルακfππS鍔ωZゐ1膨万Cαvarヴの0πf‘αヤチダモ　　　　　　　　　・

　Acεγα擢08πμ卿オ’オモミジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　漉1fOS規α塵飯αアワブキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　E々κなε伽2π8”εηS8スギナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　∫”証伽舘2δ0砂だヤマカシュウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

み。εプg加～α蝕カラコギカエデ　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　レ∫δ㍑”21‘擢qかπZμsvaLcαんεs‘επsカンボク　　　　　　　　　　’

0妙海πψ1サ1’1〃｝2，，2αC吻041切zvar漉！‘，π漉エゾユズリハ　　　　　o

Bo妙‘肋‘，π7η1‘1f哲41ρπvar．70δτ‘s如辮工ゾフユノハナワラビ　　　’

ゐψαγ誌勧‘鋭0勉γ∫クモキリソウ　　　　　　　　　　　　　　　　’

み‘εアη論0θπ∫θメグスリノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

湾Cε7αη109ππ初var，η；α伽2πμ忽εヤマモミジ　　　　　　　　　　・

P細0摺，π5規f如‘ピ7膨2ηチゴユリ　　　　　　　　　　　　　　　　・

　ム。π比θ擢8搬‘∬ψε5ヤマウグイスカグラ　　　　　　　　　　　　　’

　C1星ε」醒。疵μ，π，πのおvar．αs∫召∫fα‘ηzクサノオウ　　　　　　　　・

　伽Z1偲拓γ助90ズミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　5α鹿1如ガαρε々伽gπ5ゴ5var．‘㎎πsf‘擢ヤマタツナミソウ　　　　　　’

　ア7Zfα”1礁∫ηzo副cz勧2αオオバボダイジュ　　　　　　　　　　　　　・

　ゑαc如σα7α滅∫εαπαvar．ε忽如ヤマニガナ　　　　　　　　　　　　’

2

十

十

3 4 5 6
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十

　　　・　十・2

十

　　÷・2

◆

十

十

十

十

2・1
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十

十

1・1
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十

十
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十
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十

十

十

十
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十

十

十

÷

◎

　　十・2
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　　2・1

十

　　　十

　　　十
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十　　　十

Other　companions．　in　BL－5：∠4擢Zfαθ彪’αタラノキ十，物」め如sゴαρo短α硲アカメガシワ＋，Rτめiβρσ溜⑳1∫1‘5ナワシロイチゴ＋，Pε‘‘’z郎2震8α加d‘‘αヤブヘビイチゴ＋，（勉鷹ノ砂。π’‘α

　ヒゴクサ＋，Co刎卿θ1加α‘oηz，♪μ‘ηf∫ツユクサ鱈7擁c1τ050π’；～εs　cε‘α‘魏畔of4εsカラスウリ＋，（汝”2ρα，z2‘めρπ，zc’α忽ホタルブクロ＋；in　BL－10：猷。δo’刎μノαρoπfcαビワ＋；in　BL4：

”娩αc（麗α，zαカゴノキ＋，1＞ワqρ’廊ρoc醇‘αオオイタチシダ＋，測α偲πfρρ伽’αzイタビカズラ＋，α～α”2α8岬α腐。う2‘∫循αヒノキnjn　BL－11：Dηqρ’εγ’s，～ψρ0226’25‘sトウゴクシダ

　＋，S配δα忽εαた1‘ηzαsα5αオカメザサ3・3；in　BL－6：漁肋，～fαノb”！‘πθ’ホソバヒィラギナンテン＋・2，　C∂πfqgm魏泌8∫π’㈲；εdfαfdrma躍’osαウラゲイワガネ＋；ln　BL－15：〃ガq碑5ρ∫‘α’α

　コヤブラン＋・2，功σf14”z　c屠πε郡θクコ十，（砂η漉αゴ＠o癖‘αヤブガラシ÷；in　BL・17：功d擢2響α5鷹如ヤマアジサイ十，勘砂s”c海μ堪’⑳’θmπジュウモンジシダ＋，βbs’σsfθδo’dfαπα

　オオバギボウシ＋・2，遅y470σo砂19メα〃αηたσ才オバチドメ乎，伽αcαゆα‘α”如sαvar．‘’κα80昭θsタニギキョウ＋；in　BL－14：Pgs卿04fI‘，πo’41罎η漉フジカンゾウ＋，（濡’o搬2z’加‘∬8㎜’14s

　フタリシズカ＋，1）ゆα7‘αメ＠oπf‘αシケシダ＋，α雌fτ‘，π規fcmsρfcα‘㍑，，z　vaL々∫o’oεπsεオハラメアザミ十，　S’塑扉蝕，廟gs　o’忽αア肋1‘sスズムシバナ3・3；in　BL－7：C伽’（即，pz2P；ε伽’θ”πθ4毎

　イワガネゼンマイ十，βoε1～η18γfαρ’α忽π⑳1ゴαメヤブマオ十；in　BL－9：君螂αψ1おゴ妙。πfcαゴンズイ＋；ln　BL－8：耽10’1師α知ρσ2～‘cσスズメウリ十；in　BL－3：五∫7zd2mg蝕1‘cαヤマコウバシ

　＋，Be酌εf‘s’み14，め㎎∫∫メギ＋，πεκ5ε㎜飽ウメモドキ＋，R｝40cαゆτ‘5”zαcηρ妙π謬‘5イヌマキ＋，παcπ，2α毎イヌツゲ＋；in　BL－2：Dε5規04如”ψoゴ。‘αゆτ〃πsubsp．ノaZ㎞ケヤブハギ

　＋；in　FU－71：S海’αc’παメ¢ρσ2；∫‘αユキザサ＋，11αc7επα毎var．卸124405αハイイヌツゲ＋，五⑫‘如7‘α5’επocゆみα如メタカラコウ＋，A搬」毎co堀α如ウド＋，」E14加σγ扉α5fの。嬉α♪τα

　ナツトウダイ＋，肋∫’αα乃0一”1α響加αfαコバギボウシ十，（海πだOCプfπ冨‘，πCOアげα’＝‘規var．　g∫β1Z癖∫オオウバユリ＋，み’加ア’Z柳；”油Jf∫ヤマイヌワラビ十，〃81’S‘耀，｝ZなC’20，20S々だミヤマイボタ

　十，∠448ηoαz1‘1073扉〃z磁zfc1‘規ノブキ十，（セ1‘＠1妙μ言‘摺70肋43如，πルイヨウポタン十・2，身）2‘γ∫〔鹿2πρ’，2ε’蝕。α砂cf，2αカノツメソウ＋，Cβα4如プb吻忽⑳’fαvar．う741δ伽タマブキ＋，

亀，躍ρ1α：o∫酌fπθπ∫∫∫var．伽‘‘ocαゆαξomaρ劾sαサワフタギ＋，！4ηπ1厩（廊sδoアeα1‘∫ホソパナライシダ＋，αε2麗廊fψf⑳1fαボタンヅル÷，」協’ε肋ρ伽‘解（㎜コチャルメルソウ．＋・2，

　レめμγητρ1ψ’f‘α’1捌formag如伽‘，｝1ケナシヤブデマリ十，7b〃倒απ1‘c醜γαvar。惣4∫‘召η5チャボガヤ＋，A3”めε伽〃めθ讐”var．　co1碧8s故トリアシショウマ÷，乃‘α吻。πo　var．

，ηα”ηo忽’脚ηfbrma　4‘∬8‘如7πエンコウカエデ÷，飢r躍伽加な。ゐ。，20s観∫ミヤマエンレイソウ率，1セ如∫，馨毎ゴ砂。πfαzハナイカダ十，1～π∂硲♪α’η；θ‘1‘s　var．　c（ψ’（ψ1り〃i偲モミジイチゴ十，

4‘oπ”1‘ηzブ⑫oη’α‘，♪～オクトリカブト十，βo’ぴ。玩；〃π”功蛭，凄∫απκ規ナッノハナワラビ十，0πo‘～8α∫θπ5∫δ∫Jfs　var．’π’8蝦φ如コウヤワラピ＋，勘卵。ゴf2‘，，げ々κγfεfオシャグジデンダ＋・2，

Bび薦加如。αz‘4α如ホガエリガヤ＋，yピ01αノμρoπfcαコスミレ1・2，漁‘伽κdαε加¢疏foρ’θプfsクサソテツ1・1，働13αめ’αxμs　1τ⑳γf2㎎’oηfαvar．πα，zαハイイヌガヤ1・2，左～飢os’62｝；α

πP｝め8’如’露‘，ηvar．”1⑳‘sウワバミソウ1・2，乃ακfη総知ρoπ’oαトネリコ2・1，五∫π4ε躍ρ解θ‘oκアプラチャン3・3，　Sご5α♪α～η地如チマキザサ3・4；idL－1：ゑ。αη〃τのαπατ∫c’αdqが㌍1め∫dε3

　コシアブラ＋，勘奴gθ’τα’z‘，η蝕5惣π’1ττ‘2πミヤマナルコユリ＋，∫㏄αs8ηαπεπsfsクマィザサ3・4；in　IL－4：W∂τ‘”11〃2；z〃γ恕1漉’ミヤマガマズミ＋、R～のμ5ρ1τoεπ♂co1σsf1硲ウラジロイチゴ＋，

　GεZ‘7ηゴβρ0ηfα‘，♪～ダイコンソウ÷，鋤1故の7～醜ε擢θγθC～αギンラン十レ∠4C‘訪f認αρ0伽〃置αマタタビ十，踊fcαガαyo々郡α如ηαハナタデ＋，Cθ～’fsノεS∫08’～5fsエゾエノキ＋，！働εγ7｝ZOπO

　var．　coππ曲β’z∫ウラゲエンコウカエデ＋，、4‘f加毎fαα卿4∫αサルナシ＋，ノ監」π粥’躍δθα‘～osαサクラバハンノキ1・1，（潅プα魏01～fα‘故ヒメシラスゲ2・2；in　IL－3：E飴1zo’fz毎。’～fα’α

　ナギナタコウジュ＋，E如9αgπ軍‘s，η2〃解。擢var．1～oγ館πsf3トウグミ十，ハ弛π鋤εηη14，2置dατ4γfα‘魏コウモリカズラ十；in　lL・2：P∫群’4知”；αq～‘’1～，膨，ηvar．毎’飽3α4’2‘η霧ワラビ十，R；1⑳，軍，z鋸

ゴの）o擁。αエゾノクロウメモドキ十，％’g7如πα勲‘c罎fs∫動；αッルカノコソウ＋，漁αc々毎α7ンπ‘アβπ∫奮subsp．ゐμ併g8万イヌエンジュ1・1，

L㏄a】ity，　BL－5：Shingai－cho，　H激one－shi，　Shiga　pre£滋賀県彦根市凝海町（Sept，29，2000）；BLqO～夏：Kawara，εchlgawa－cho，　Echi－gun，　Shiga　pref．滋賀県愛知郡愛知川町川原

　（Ocし12，2000）；BL－12～13：Ima，　Notogawa－cho，　Kanzaki－gun，　Shiga　preL滋賀県神騎郡1遣登川町今（Oct，12，2000）；BL4：Tatebeshimono－cho，　Yokaichl・s頴，　Shiga　pre£滋賀県

八日市市建部下野町（Sept．29，2000）；BL－6～7：Tazuke・cho，Hikone－shi，　Shiga　pref．滋賀県彦根市田附町（Sept．29，2000）；BL－15：Hi【ata－cho，　HikoRe－shi，　S轟igaρref，滋賀県

彦摂市平田町（Nov．14，2000）；BL－17：J｝ngo，　Notogawa－cho，　Kanzak｝一gun，　ShlgaひreL滋賀県神翁郡能登11【町神郷（Nov．27，2000）；BL－14：0雛，　Shln－asahi－cho，　Takashima・gun，

Shiga　preL滋賀県高島郡新旭町太田（Nov．12，2000）；BL－3，8～9：Nag3no，　Echigawa－cho，　Echi－guB，　Shiga　preL滋賀県愛知郡愛知川町長野（Agg．29，2000；Oct．12，2000）；

BL－2：0ku，　GoKasyo・cho，　Kanzaki－gun，　Shiga　pre£滋賀県神瞬郡五個荘町奥（Aug，29，2000）；FU－71，　IL－4：Shid麟ama，　Tsukinowa，　Igawashiro－cho，　Ya融a－gun，　F歌ushima　pref．

禰島県耶麻郡猪莇代町月輪志田浜（Oct．12，1986；Oct，15，20GO）；IL4：Kanis2wa，　Okinasawa，1照washiro－cho，　Yama－gun，　Fukushima　pre五福騰県耶麻郡猪前代町翁沢蟹沢（Oct．

　15，2000）。IL・2～3：澱shik“bo，　Okinasawa，　Inawashiro－cho，　Yama－gun，　Fukushlma　preゴ，福勧県耶麻郡猪笛代町翁沢西久保（Oct．15，2000）．

れるが，本研究の結果では，アキニレは湖東地方の河畔

林にやや低常在度で生育するが，ナラガシワとの結びつ

きはとくに認められなかった．

ナラガシワを混生するケヤキやムクノキ，エノキなど

の暖温帯性ニレ科樹林は，本研究でもその存在を確認し

た滋賀県湖東地方（滋賀票植生調査研究会1979　布谷

1981 梅原ほか1987；坂本1988 村長1989）や

湖西地方（青木玉989）のほか，中国山地西部の島根県
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Fig．　1　Qπercμsα麗επαforest　developed　on　the

　　h重gher　terrace　in　the　Hoodplain　of　Echi

　　river，　Shiga　preL　Note　that　many　culms

　　of　Pん翅os乙α吻s　spP．　seen　inside．　Tall

　　　trees　on　the　left－hand　are　CεZ亡‘8　sごπ〔～π8‘s

　　var．　ノα∫）0ηL乙C乙6S．

匹見町（大野1983），伊勢湾沿岸の三重県久居市（藤原

ほか1999）からも報告がある．

　琵琶湖周辺河川のナラガシワーヤブラン群落には，ハ

チク下位単位とヒロウザサ下位単位の2下位単位が認め

られた．

a．ハチク下位単位　P砂〃osむαo妙s読grαvar．舵πo泥6s

　under　unit

　本下位単位は，ハチクやマダケ，ヤブツバキ，アイア

スカイノデなどの種によって識別され，エノキームクノ

キ群集の標慰種とされるキチジョウソウも本下位単位に

ほぼ偏在している．本下位単位は湖東の愛知川を中心に，

同じく湖東の犬上川および湖西の安曇川からも調査資料

が得られた．

　高木層は高さ20m前後に達し，ナラガシワが優占する

ほかエノキやムクノキ，ケヤキなどが混生するが，竹類

の繁茂により林冠は疎で植被率もやや低めである。亜高

木層は通常ハチクやマダケが高下度で優干し，林内を暗

くしているため，低木層や草本層の発達は一般的に悪い．

低木層には時にメダケが優捌するが，アオキやヤブツバ

キ，シロダモ，ヤブニッケイなどの常緑樹が高常甲州で

みられる．草本層はキチジョウソウやヤブラン，ナガバ

ジャノヒゲ，シャガなどの常緑植物が多いが，ウバユリ

やヤブニンジンなども高常在度でみられる．また，低常

在度ながらアケボノシュスランが特異的にみられるのが

この地域の河畔林の特徴である（南1985，199D。本

下位単位は種組成から見てエノキームクノキ群集の典型

的な部分に相当するものと考えられる．

b．ヒロウザサ下位単位　P厩06Zαs亡αsηαgαs編mα

　under　unit．

　本下位単位は，ヒロウザサやワタゲカマツカ，ツタな

どによって識別され，愛知川右岸の中・下流域に成立し

ている．高木層は高さ約18m，植被率はやや低く70％前

後である．高木層や亜高木層にはフジやツタなどのツル

植物が多く，予州はやや荒れた様子である．低木層には

ヒロウザサやメダケが優占する場合が多いが，ワタゲカ

マツカやアオキ，シロダモなども高常在勤でみられる．

草本層はハチク下位単位と大差ないが，キチジョウソウ

をほとんど欠く点が異なる．

　下位単位識別種のヒロウザサ！）厩。δ♂αsεμs

παgαsん‘πLα（Mitford）Nakaiはメダケ属ネザサ節の竹

類で，葉の上面や葉鞘，下鞘に細毛を持つのが特徴とさ

れている（鈴木1978），葉や葉鞘節などの毛の有無に

は変異があり，これらの毛を欠くエチゼンネザサ（var．

ん。‘d認m紛の型も多いが，ここでは母型のヒロウザサ

としておきたい．また，ワタゲカマツカは，葉の上端が

円頭または切型に近く，葉裏には秋季まではっきりと毛

が残る特異な型で，これがいわゆるワタゲカマッカとさ

れるものと同一か否かは検討を要する．本下位単位は，

林内にネザサの仲間が繁茂することやツル植物が多いこ

と，また，高木層の最大胸高直径が50cm程度であるこ

と（Table　l）などから，エノキームクノキ群集の成立

域に二次的に成：立した群落であると考えられる．

II．ナラガシワークルマバソウ群落　Q麗r飢Sα伽πα一

　Asper副αoゴorα亡αcommunity

　福島県猪苗代湖岸には，とくに北側の磐梯山麓を中心

に沖積平野が発達している．この湖岸とその背後の沖積

世地面で，計5ヵ所の植生調査資料を得た，湖岸のナラ

ガシワ林では，高木層にナラガシワやオオバボダイジュ

が優冒し，ハリギリやメグスリノキ，シナノキなどを混

生している（Fig．2）．一方，やや内陸部の沖積地に成立



する群落は，鉄道の防雪林として保存されてきたもので，

相観的にはケヤキ林であるが，ヤチダモ，ハンノキなど

を伴い，この中でナラガシワは第二優占種となっている

（Fig．3）．そして，，部分的にはナラガシワの優占林分も

認められ，その最大胸高直径は約imに達している．

　湖岸と沖積地の群落とでは，高木層の組成には変化が

あるが，亜高木層にはウワミズザクラやミズキなどが多

く，低木層にはオオバクロモジのほか，コマユミやエゾ

ッリバナ，カントウマユミなどニシキギ科の低木が多い．

草本層には，クルマバソウやフッキソウ，ミチノクホン

モンジスゲ，ヒメアオキ，ヒロバスゲなどが多く，全体

的には日本海側要素を含むハルニレ群団ないしはハルニ

レーシオジ群目的な種組成を示している．

　この付近のケヤキ林を大野Gg87）はケヤキーエゾエ

ノキ群集に同定しているが，本群落の群集への帰属につ

いては結論を留保した．それは，調査地点が少ないこと，

湖岸の群落と内陸部の群落とで相観や種組成に若干の相

違が認められること，などが理由である．

ナラガシワ林の立地

　立地環境についてみると，両地点ともに地形は内陸部

の湖成沖積層であり，気候的には多少なりとも日本海側

気候の影響を受ける点が共通している．ただし，日本海

側気候の影響は猪苗代湖においていっそう顕著である．

次に温度環境についてみると，暖かさの指数（WI）は琵

琶湖周辺（海抜約90～120m）で約l15～120℃・月，猪

苗代湖（海抜約520m）で約80℃・月となり，前者は暖

温帯上部，後者は冷温帯下部に相当する．事例が少ない

Fig・　2　Qμercμs．α麗θ泥αforest　（the　left　of　the

　　　creek）developed　on　the　srnall　dune　along

　　　the　shore　of　Lake　Inawashiro，　Fukushima

　　　preL　Tall　trees　on　the　right　of　the　creek

　　　are　A伽SノαPOπεCα．
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が，この両地点での温度条件から網断ずると，ナラガシ

ワ林は下部温帯＝中間温帯域（野嵜・奥富1990）をそ

の成立域とする森林植生ということができる．これは中

国大陸におけるナラガシワ林の温度分布についてもほぼ

同様iにあてはまる．

　群落の立地は，猪苗代湖周辺では湖岸の堆砂地や沖積

地，琵琶湖周辺の河川では河川沿いの沖積低地であった．

琵琶湖周辺では，ナラガシワ林の分布は扇状地の扇端部

から下流側の沖積低地や三角州上の河畔林にほぼ集中し

ている．例えば愛知川扇状地の鞍懸は海抜約100～

IlOmにあると考えられているが（谷岡1964；足利

1971），今回琵琶湖周辺で調べたナラガシワ林のうち，

2例を除き他は全てこれよりも低いところに分布してい

た．これらの河畔林においてナラガシワ林は，河川敷内

の高水敷や堤防の外側の沖積地などにエノキームクノキ

林などと共に帯状に分布している．

　猪苗代湖では，湖岸のナラガシワ林は波打ち際からの

距離数m程の堆砂地に帯状に残存していた．群落の背後

は水田になっており，堆砂地と湖面との比高差は1m内

外である．また，群落としてのまとまりはないが，より

過湿なヨシの生い茂る湖岸に，シロヤナギやハンノキ，

オニグルミなどと並んで生育している個体も観察された

（Fig．4）．一方，やや内陸部の沖積地に成立する群落

は，湖面からの距離約100～300m，比高約2～3mに

位置し，林内には小さな川が流れている．

　これらの立地は，時に隣接してハンノキ林やヤナギ林

の成：立を見ることからも明らかなように，いずれも地下

水位が高く，一般の森林が成：立する中性立地とは明らか

に異なっている．土壌は琵琶湖周辺では時に細砂を混じ

える壇土～埴壌土，猪苗代湖周辺では湖岸および沖積地

の群落共に火山灰やわずかに小礫を混じえる埴壌土～壌

土であった．以上のことから，我が国におけるナラガシ

螺融麟
講．鑑

Fig．3　QμεrcμsαZごεπαforest　developed　on　the

　　　alluvial　plain　near　the　coast　of　Lake

　　　Inawashiro．
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Fig．4　Qμεrωsα麗θηαgrowing　on　the　marshland

　　　near　the　shore　of　Lake　Inawashiro．

　　　ROUnded　dark　crowns　are　Qμercμsα♂どθπα，

　　　and　light　crowns　are　Sα奴ノεssoeηsごs　and

　　　J嘔απS173α認s勧r‘Cαvar．　SαCんα伽ε蔵S．

繍

ワの本来の生育立地は，暖温帯上部から冷温帯下部にか

けての沖積低地が中心であり，そのような立地でしばし

ば優占林分を形成するものと考えられる．これまで我が

国では，沖積低地に特異的に成立するナラ林の報告例は

ないが，沖積低地を本拠地とするナラ林の存在が明らか

になったことは，沖積低地における潜在自然植生の推定

や原植生の植生史的復元に際して，重要な問題を投げか

けるものと考えられる．

沖積低地の森林植生について

　植物社会学的解析の結果琵琶湖周辺のナラガシワ林

についてはエノキームクノキ群集への所属が，猪苗代湖

岸のものについてはハルニレ群団等との類縁が認められ

た．これらのニレ科優占型湿性林とナラガシワ林とはほ

ぼ同一の種組成および立地環境を示している．ところが，

最初にも述べたようにナラガシワの自然林に関する既存

資料は極めて少なく，現在のところ判明している分布地

点も限られている．すなわち，ナラガシワ林はエノキや

ムクノキ，ケヤキなどのニレ科湿性林と比較すると極め

て稀な存在といえる．一般にブナ科の樹木はニレ科やカ

バノキ科の樹木に比べて果実が大きく，遷移系列ではよ

り後期の段階で優占する傾向がある．ナラガシワが日本

では沖積低地を本拠地とするのであれば，本州以南の平

野や盆地を中心にもう少し多くの残存林があってもいい

ように思える．

　一つの仮説として，大型の堅果をつけるナラガシワ林

が河道の固定化や沖積低地の開発に伴いいち早く姿を消

したということが考えられる．そこでナラガシワ群落と

他の湿性林との関係について，種子散布や人為，植生史

などの面から若干の考察を試みたい．まず，種子散布に

ついてみると，エノキやムクノキは野鳥が好む被食：散布

型の種子を持ち，また，ケヤキは風散布型の結果枝を具

えている（星野1990）．現在，平野部に残存するエノキ

ームクノキ群集などのニレ科樹林は，散布能力の高い樹

種から構成される，都市や農村など人：文景観域の半自然

林という見方も成り立つ（坂本1988）．ナラガシワの堅

果のサイズ（直径2cm，長さ3cm程度が普通）から考え

るとカケスなどの例外を除き鳥による長距離散布は考え

にくい．このことから，河道の固定化による撹乱（氾濫）

の減少や平野の開発に伴う森林の孤立化は，ナラガシワ

林の存続にとって大きなマイナス要因となったものと推

測される．例えば筆者らの見た限りでは，ナラガシワは

河川や湖岸沿いに帯状に連続する森林には比較的多く生

育し，時に優占群落を形成するが，その周囲の平野部に

島状に点在する孤立林には単木がごく稀にみられる程度

に過ぎない．また，現在の愛知川でナラガシワ林がもっ

とも集中してみられる愛知川町付近（右岸）は，15世紀

以降になってようやく現在の流路が定まった地域，すな

わちかつての本流氾濫原（谷岡1964）に相当している．

このことからも，ナラガシワ林の成立に河川の氾濫が関

与していることが示唆される．今回は，更新や遷移といっ

た群落構造的な観点からの解析は行っていないが，ナラ

ガシワ林とニレ科樹林との立地の相違や遷移系列上の位

置関係については，今後さらに詳しく検討していく必要

があろう．

　もう一つ考えておく必要があるのは，沖積低地そのも

のが持つ立地の多様性である。沖積地は人類にとって最

も重要な立地の一つである．我が国でも沖積地（平野）

の開発の歴史は古く（谷岡1964；吉島1967），そこの

原植生の全容は現在では大きなブラックボックスといっ

ても過雷ではない．沖積低地の極相としてよくとり上げ

られる森林植生には，暖温帯域ではタブノキ林やボルト

ノキ林が，暖～冷温帯域ではニレ科樹林がある，前述の

ようにこれらの優占種の多くは被食散布型の樹種であ

る．沖積低地の開発が始まる前，そこには氾濫を繰り返

す河川と自然堤防，後背湿地，土砂や砂礫の堆積した氾

濫原などが複雑に入り組んでいたはずである（安田

1977；金田1985）．そして本流に近いところではより

頻繁に氾濫が起こり，河川特有の植生景観が発達してい

たであろう．しかし，本流から少し離れたところでは撹

乱（氾濫）の頻度，堆積物の量や質，それに伴う微地形

や地下水位のわずかな相違により複雑な植生景観が発達

していたものと想像できる．こうした河川からやや離れ

た安定的な立地が，沖積地でもいち早く開発の対象と

なったこと（谷岡1964；古島1967；金田1985）は想

像に難くないが，今日沖積低地の土地的極相と目されて



いるハシノキ林やエノキームクノキ林，タブノキ林など

が，この多様でかつ広大な沖積低地の森林の実体にどこ

までその存在を敷興しうるのかは，未だ定かでないよう

に思える．

　時代はかなり遡るがMomohara＆Mizuno（1999）

は，淡路島の大阪層群（後期鮮新世）から出土した大型

植物遺体とその埋積立地との関係を解析し，ナラガシワ

が河川の後背地すなわち氾濫原に特徴的に生育していた

ことを明らかにしている．さらに，吉川（1989）や

Noshiro碗α♂．（1992）も低地遺跡における植物遺体（殻

斗や葉）の産出状況（辻ほかig86；吉川・南木1988

など）から，縄文時代の関東平野にナラガシワが普通に

分布していたとの見解を示している．現在のナラガシワ

から少し遠くなってしまった感があるが，筆者らは有史

以前の沖積低地のかなりの部分は，今日ではほとんど失

われてしまったブナ科樹林に覆われていたのではという

予想を抱いている．例えば，イチイガシは京都付近の扇

状地や沖積地遺跡からよく出土するが，今日京都付近で

その森林を見ることはない．そして，適度な間隔で概乱

の起こる沖積低地は，たとえ暖温帯域であってもナラガ

シワやクヌギのような夏緑性のナラ類が優占林を形成し

うる立地ではなかったかというのが筆者らの考えであ

る．代表的な夏緑広葉樹林成立域である西ヨーロッパ

（Ellenberg　1982；Jahn　l　99i）や北米東部（Braun

1950）でも，沖積地はブナ科樹林，特にナラ林の重要な

生育立地の一つである．
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